
－教職員の方へ－ 

  県立文化施設を利用してください① 
 
 県立文化施設では、学校教育における利用を推進するため、教職員の皆さんを対象とし

た研究会などを実施しています。毎年、多くの先生方の参加を得ています。 
 

県立博物館には、「かいじあむティーチャーズクラブ」があります。 
県立博物館では、学校の教育課程の中で博物館を有効 

に活用できるよう事例の開発や、教職員の皆さんが博物 

館での学習機会を確保できるよう「かいじあむティーチ 

ャーズクラブ」を運営しています。県内の学校や教育機 

関にお勤めの教職員の方ならどなたでも会員になれ、入 

会費や年会費はありません。お気軽にご入会ください。 

現在2,961名の方がメンバーとなっています。 

常設展示や企画展示を無料で視察できます。年２回の 

博物館で主催する研究会や教育センターでの研修会 

がありますので、都合のつく範囲でご参加ください。 

 

県立美術館や文学館では、企画展ごとに研究会を実施しています。 

美術館では！！  ◆教師のための鑑賞研究会 

 ・２６年５月２２日（木）午後４時～ 「動く！光る？魔法の芸術 キネティック・アート」 

・   ６月 ３日（火）午後４時～ 「アートカード「みるえ」研修会」 

・   ８月 １日（金）午後４時～ 「生誕200ミレー展－愛しきものたちへのまなざし－」 

・   ８月 ７日（木）午後３時～ 「生誕200ミレー展－愛しきものたちへのまなざし－」 

・  １０月 ７日（火）午後４時～ 「山梨の戦後美術 四人の改革者たち」 

・  １１月１８日（火）午前４時～ 「大阪新美術館コレクション  

佐伯祐三とパリ ポスターのある街角」 

文学館では！！ 

◆教師のための学習会  

研修室での学芸員による解説の後、展示室を自由にご覧いただけます。 

・２６年６月１７日（火）午後１６時～ 「村岡花子展ことばの虹をかける～山梨からアンの世界へ」 

・  １０月28日（火）午後１６時～ 「谷崎潤一郎展」（仮） 

◆夏のワークショップ 

先生方もご参加いただけるワークショップです。今年はNHKでもおなじみの、宮田章司さん

を講師にお迎えしました。 
・２６年８月６日（水）午後１時３０分～「江戸の売り声ＷＳ」 

 

埋蔵文化財センターと県立考古博物館と共催で活用研修会を実施しています。 

  埋蔵文化財センターと県立考古博物館では、古墳の視察や土器の製作などを体験する活用研修

会を毎年実施しています。本年度も８月に実施する予定です。 

 

県立科学館では、リフレッシュ理科教室を実施しています。 
最新の科学技術や身近な物理現象の中からテーマを設定し、教員や児童・生徒が工作や実験を

おこない、知識の習得のみならず「理科」の楽しさ・面白さを再認識していただくことを目的と

しています。教育センターとの連携による教員研修も、併せて行います。本年度も8月に実施

予定です。 
 

この他にも、学校・教育研究団体による活用などに随時対応します。 
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